
九 戸 郡 野 田 村 大 字 野 田 第 二 〇 地 割 一 四野 田 村 役 場
　 野 田 村 議 会　 行

質問⑨　議会全般についてご意見等ありましたらご記入ください。

ご協力ありがとうございました。※投函方法※

のりしろ山折り線①

山折り線②

山折り線①

山折り線②

このアンケート用紙を図のようにコチラの面が外側になるよう三つ折りし、「のりし

ろ」のところを目安にのりづけし、封筒などに入れず、そのまま投函くださいますよ

うお願いいたします。

 ※令和４年６月８日（水）までに投函お願いします。

※ 切 手 不 要

九 戸 郡 野 田 村 大 字 野 田 第 二 〇 地 割 一 四

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 野 田 村 役 場 ）野 田 村 議 会 事 務 局
　 行
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　４月２０日、野田小学校２年生による

さけ稚魚放流会が行われ、下安家漁協の

さけ・ますふ化場見学では、たくさんの

稚魚が泳ぐ様子に見入っていました。

令和４年度の予算 ・・・・・・・Ｐ２～４

定例会のあらまし・・・・・・・Ｐ５

村政を問う（一般質問）・・・・Ｐ６～12

第11回定例会（令和４年３月）など

2022

第159号
5/27

ホームページ　http://www.vill.noda.iwate.jp/
Ｅメール　gikai_jimukyoku@vill.noda.iwate.jp

本紙の中面に本紙の中面に アンケート用紙  アンケート用紙 があります。があります。

お答えいただき、 お答えいただき、 ポストに投函 ポストに投函 してください。してください。

本紙の中面に アンケート用紙 があります。

お答えいただき、 ポストに投函 してください。

野田村議会アンケートに
ご協力お願いします！
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３
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
の
令
和
４
年
度
予
算
８
件

に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
い
ず
れ
も
「
可
決
」
し
ま
し
た
。

自
主
財
源

　

村
民
税
や
村
の
施
設
の
利

用
料
な
ど
、
村
が
自
主
的
に

収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
お

金
の
こ
と
。

依
存
財
源

　

国
や
県
か
ら
も
ら
う
国
・

県
支
出
金
や
交
付
金
、
村
債

な
ど
の
こ
と
。

地
方
交
付
金

　

全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
、
一
定
水
準
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
お
金
の
こ
と
。

村
債

　

村
の
借
入
金
を
い
い
、
収

入
の
一
種
で
あ
る
が
、
将
来

償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

お
金
の
こ
と
。

繰入金
3 億 7,116 万円 (9.0%)　 
基金（貯金）等を取り崩したお金

村債
7 億 2,001 万円 (17.5%)
金融機関からの借入金

その他交付金
1 億 1,399 万円 (2.7%)
地方消費税交付金など

国・県支出金
8億 3,314 万円(20.2%)
使い道が決められたお金 依存財源 

77%

自主財源 

23%

※各数値は四捨五入しているため、合計と合わない場合があります。

繰越金
5,000 万円 (0.1%)　　 
前年度から繰り越されたお金

地方交付税
15 億 2,407 万円 (37.0%) 　 
村の収入だけでまかないきれない分
に対する国から補填されたお金

その他
1 億 6,266 万円 (3.9%)
村の施設の使用料や
寄付金など

村税
3 億 8,961 万円 (9.5%)
村民税や固定資産税、
たばこ税など

-特集-

予算一般会計　４１億 １,６５１万円

特別会計予算
国 民 健 康 保 険 事 業 ５億 6,152 万円

後 期 高 齢 者 医 療 5,248 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 5,246 万円

漁 業 集 落 排 水 事 業 1,344 万円

公 共 下 水 道 事 業 ２億 8,237 万円

簡 易 水 道 事 業 １億 7,069 万円

国 民 宿 舎 事 業 4,495 万円

用
語
解
説
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民生費
8 億 6,483 万円 (21.0%)
社会保障の経費

議会費
5,461 万円 (1.3%)
村議会の運営費

その他
1 億 847 万円 (2.6%)　 　
労働費、商工費、災害復旧費等

総務費
6 億 8,129 万円 (16.6%)
防災や財産管理の経費

衛生費
3 億 106 万円 (7.3%)  
予防接種やごみ処理の経費

土木費
5 億 4,933 万円 (13.3%)
道路や河川等の維持改良費

消防費
2 億 3,839 万円 (5.8%)
消防や火災予防の経費

教育費
6 億 4,908 万円 (15.8%)
小中学校や生涯学習の経費

公債費
2 億 9,698 万円 (7.2%)　　
借金の返済

農林水産業費
3 億 7,246 万円 (9.1%)　　　　　 
農林業、畜産業、水産業の振興に係る経費

令和 ４ 年度当初予算

今年度新規事業

【ハード事業】

○旧横合小学校解体事業

○保育所整備補助事業

○交流物産等複合施設業務委託事業

○上明内住宅下水道接続水洗化改修事業

○高規格救急車更新事業

○村民プールろ過機更新事業

○地区公民館整備事業

○コミュニティ助成事業

【ソフト事業】

○新しい生活様式を踏まえた

　　　　　　　　　　　イベント促進事業

○コンビニ交付導入事業

○診療所維持管理事業

○ナラ枯れ被害木駆除業務委託料

○十府ヶ浦海岸活用促進事業
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交
流
物
産
等
複
合
施
設

設
計
業
務
委
託
事
業

Ｑ

ど
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
設
計
に
反

映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

Ａ

村
の
窓
口
と
し
て

の
機
能
を
備
え
た

施
設
。
現
在
、
産
直
・
道

の
駅
の
関
係
者
等
、
参
画

し
た
い
と
い
う
方
々
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

上
明
内
住
宅
下
水
道
接
続

水
洗
化
改
修
事
業

Ｑ

改
修
内
容
、
着
手

時
期
は
。

Ａ

下
水
道
の
接
続
の

排
水
設
備
工
事
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
の
交
換
等
を

予
定
し
て
い
る
。
で
き
る

だ
け
早
く
着
手
し
た
い
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
事
業

Ｑ

取
得
で
き
る
書
類
、

証
明
書
等
は
。

Ａ
「
住
民
票
」と「
印

鑑
登
録
証
明
書
」

の
２
種
類
が
、
各
コ
ン
ビ

ニ
で
取
得
可
能
と
な
る
。

村
民
プ
ー
ル

ろ
過
機
更
新
事
業

Ｑ

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

に
経
年
劣
化
が
見

ら
れ
る
が
大
規
模
改
修
の

考
え
は
。

Ａ

今
の
ろ
過
機
が
使

用
に
耐
え
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
急
遽
、

予
算
を
確
保
し
た
。
改
修

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

診
療
所
維
持
管
理
事
業

Ｑ

機
器
の
充
実
を
図

り
、
即
時
結
果
が

出
る
も
の
を
導
入
し
て
は
。

Ａ

今
回
は
、
今
あ
る

機
器
の
更
新
。
機

器
の
充
実
に
つ
い
て
は
医

師
等
と
十
分
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

令和4年度

予算を
チェック
予算特別委員会は、議長を除く

11 人で構成され、各分野の予算

について質疑を行いました。

※１万円未満切り捨て

上明内住宅上下水道
接続水洗化改修事業

３,309万円

村民プール
ろ過機更新事業

763万円

コンビニ交付導入事業
260万円

交流物産等複合施設
設計業務委託事業

4,200万円

保育所整備補助事業
6,910万円

診療所維持管理事業
808万円

水洗化を図るための改修

ろ過機の老朽化による更新
住民票等の証明書を取得できる
システムの導入　 　　　　　　　　　

三陸沿岸道路から村内への起点
となる施設の整備

玉川保育所整備の経費の一部補助 施設・設備の維持管理、医療の環境整備
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３ 月
定 例 会

　

第
11
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
の
９
日
間

を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
令
和
４
年
度
当
初

予
算
の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
の
議

案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
日
に
は
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

人　

事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

中
野
富
雄
氏 

再
任

　

令
和
４
年
３
月
31
日
で

任
期
満
了
と
な
る
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
の
中
野

富
雄
氏
を
再
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

中
村
智
子
氏 

推
薦

　

令
和
４
年
６
月
30
日
で

任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁

護
委
員
の
中
村
智
子
氏
を

再
び
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

発 

議 

案

　
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る

決
議
」
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
予
算

１
億
２
１
６
９
万

　
　

９
０
０
０
円
減

　

一
般
会
計
で
は
、
歳

入
・
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ

１
億
２
１
６
９
万
９
０
０

０
円
を
減
額
し
、
総
額
を

43
億
１
８
２
４
万
８
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
積

立
金
、
村
債
管
理
基
金
積

立
金
及
び
県
営
農
農
村
整

備
事
業
負
担
金
等
に
要
す

る
経
費
の
ほ
か
、
一
般
職

給
与
費
等
の
人
件
費
な
ど

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議会改革特別委員会

野田村議会に関するアンケートのお願い

　この度、野田村議会では全国的な課題となっている議員のなり手不足や議
会機能の向上に向け、村民の皆様が日々感じている議会に対する考えをお聞
かせいただきたく、アンケートを用意いたしました。

　専用のアンケート用紙を今回の議会だよりに添付させていただきましたの
で、ご協力よろしくお願いいたします。

野田村議会　

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議

　　去る２月24日、ロシア軍がウクライナに侵攻する様子に世界中が恐怖のどん底に

突き落とされ、連日報道されるウクライナの惨状に大きな悲しみと怒りを感じていま

す。多くの犠牲者や負傷者が出るなど、その激しさは日に日に増し、ウクライナを破壊

しています。ついこの間まで楽しく幸せに暮らしていた家族も引き裂かれ、恐怖と悲し

みの中、必死に我が子をかばい避難をする母親の姿を見るとき、誰もが声を上げず

にはいられないのではないでしょうか。さらには、何の罪もない子どもたちの悲しみの

涙を見るたび胸が締め付けられ涙を抑えることができません。この状況を早く終わら

せ、子どもたちの笑顔とウクライナの人たちの平穏を取り戻すことを願い、ロシア軍の

即時撤退と核兵器の使用もほのめかすロシアに対する政府の毅然とした対応を「非

核平和の村」の議会として強く求める。

令和４年３月10日　岩手県野田村議会　
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古舘　幹男　 議員（Ｐ７）

玉川保育所整備  建て替えの経過と進捗状況は

丹野　和子　 議員（Ｐ８）

高齢者地域支援事業  提案型の高齢者福祉対策を

中川　昇　議員（Ｐ９）

交流物産等複合施設  着工時期は

障子上  文義　 議員（Ｐ１０）

三陸沿岸道路 全線開通  八戸市との連携した取り組みを

米田  徳一郎　議員（Ｐ１１）

少子高齢化  変化に対応した産業・観光振興の施策を

山田　陽子　 議員（Ｐ１２）

新型コロナウイルス感染症  感染後 自宅療養者への村の支援は

村政を問う

　一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義につい

て質問することができ、定例会でのみ（原則）行うことができます。

　質問時間は、１人 60分 までとなっており、１つの質問につき３回まで 質問

することができます。

議員６６人が登壇

一般
質問
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 建て替えの経過と進捗状況は

村長　早期着手に向け準備を進める
古 舘　 幹 男 議員

玉川保育所整備

問

玉
川
保
育
所
の
建
て
替
え

の
経
過
と
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
今
年
度
中
の
完
成
を
お
願

い
し
た
い
。

村
長

同
保
育
所
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
野
田
村
保
育
会
に

お
い
て
令
和
３
年
度
と
令
和
４
年

度
の
２
か
年
で
新
し
い
園
舎
を
建

て
替
え
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
用

地
取
得
の
遅
れ
か
ら
令
和
３
年
度

の
事
業
を
断
念
す
る
と
補
助
金
申

請
の
取
り
下
げ
が
あ
っ
た
も
の
。

こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
予
算
に
改
め
て
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
用
地
と
家
屋
の
補
償
に
係

る
交
渉
も
終
了
。
早
期
の
着
手
に

向
け
準
備
を
進
め
た
い
。

玉
川
児
童
館
老
朽
化
対
策
は

問

玉
川
児
童
館
も
か
な
り
老

朽
化
が
進
み
、
風
の
強
い

日
は
恐
怖
を
感
じ
る
と
聞
い
て
い

る
。
耐
震
調
査
は
実
施
し
て
い
る

か
。
今
後
も
利
用
す
る
の
で
あ
れ

ば
対
策
・
対
応
を
考
え
る
べ
き
で

は
。村

長

耐
震
の
調
査
に
つ
い
て
は

現
在
し
て
い
な
い
が
、
現

場
の
確
認
で
は
、
経
年
劣
化
は
あ

る
が
不
具
合
等
に
つ
い
て
は
な
い

と
の
こ
と
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
を
建
て
替
え
る
予
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
る
城
内
地
区
児
童
ク

ラ
ブ
の
小
学
校
へ
の
移
転
の
検
討

を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
玉
川
児

童
ク
ラ
ブ
を
含
め
た
児
童
ク
ラ
ブ

全
体
の
実
施
場
所
や
施
設
運
営
の

在
り
方
等
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

村
で
医
師
の
養
成
を

問

医
師
の
養
成
、
特
に
も
産

婦
人
科
の
医
師
の
養
成
が

必
要
急
務
な
状
況
。
村
と
し
て
、

産
婦
人
科
の
医
師
養
成
を
し
、
奨

学
金
免
除
を
し
て
も
養
成
す
べ
き

で
は
。

村
長

村
で
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
医
療
や
社
会
福
祉
な

ど
、
関
連
す
る
各
分
野
の
大
学
生

ら
の
参
加
に
よ
る
「
多
職
種
連
携

教
育
事
業
」
に
取
り
組
み
、
長
期

視
点
で
医
療
等
の
分
野
の
人
材
確

保
を
図
る
ほ
か
、
交
流
人
口
の
拡

大
等
、
多
面
的
波
及
効
果
の
獲
得

を
目
指
し
て
い
る
。
奨
学
金
の
制

度
に
つ
い
て
は
、
村
単
独
で
や
る

の
は
難
し
い
。
県
の
制
度
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

復
興
道
路
開
通
後
の
対
策
は

問

復
興
道
路
と
国
道
45
号
の

通
行
量
の
増
減
は
。

村
長

１
月
18
日
に
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
よ
り
発

表
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
三
陸

沿
岸
道
路 
普
代
～
久
慈
間
の
交

通
量
は
１
日
当
た
り
、
開
通
前
調

査
時
点
の
令
和
３
年
10
月
か
ら
比

較
し
、
ト
ー
タ
ル
で
約
１
・
４
倍

の
増
加
。
国
道
45
号
に
お
い
て
は

約
45
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

問

道
の
駅
の
利
用
客
の
増
減

は
。

村
長

観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る
の

利
用
者
数
は
、
令
和
元
年

の
同
時
期
と
比
べ
４
・
４
％
減
少
。

全
線
開
通
し
間
も
な
い
こ
と
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
直

接
的
な
影
響
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
調
査
分
析
を
進
め
状
況
を
注

視
す
る
。

問

玉
川
地
区
の
ハ
ー
フ
イ
ン

タ
ー
の
設
置
は
。
ま
た
、

緊
急
連
絡
路
の
舗
装
整
備
は
。

村
長

緊
急
連
絡
路
の
舗
装
整
備

に
つ
い
て
、
三
陸
国
道
事

務
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
来
年

度
の
予
算
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら

進
め
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
舗

装
と
あ
わ
せ
て
ハ
ー
フ
イ
ン
タ
ー

の
整
備
に
つ
い
て
、
早
急
な
整
備

を
要
望
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い

　

て

 建て替え作業が進められている「玉川保育所」
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 提案型の高齢者福祉対策を

村長　適切なサービス支援事業を実施
丹 野　 和 子 議員

問

高
齢
者
の
支
援
事
業
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
方

に
看
護
師
や
保
健
師
等
の
専
門

の
方
が
接
触
を
図
り
、
健
康
状

態
の
把
握
、
そ
の
後
の
生
活
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を
持
ち
、

生
涯
、
野
田
村
で
暮
ら
せ
る
よ

う
な
提
案
型
の
高
齢
者
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

村
長

野
田
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
協
力
し
、
自
宅

訪
問
に
よ
る
実
態
把
握
を
行
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な

い
方
に
も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
支

援
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い

る
。ま
た
、包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
役
場
内
に
設
置
し
た
こ
と
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
業
務
や

支
援
を
要
す
る
高
齢
者
情
報
の

共
有
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

（
※
注
１
）
の
支
援
も
行
っ
て

い
る
。
す
べ
て
の
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
、
地
域
で
支
え
合
う
体
制

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

（
※
注
１　

積
極
的
に
対
象
者

の
い
る
場
所
に
出
向
い
て
働
き

か
け
る
こ
と
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は　
　
　

問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
目
接
種
、
小
児

（
５
歳
～
11
歳
）
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

村
長

週
２
回
の
接
種
体
制
を

組
み
、
18
歳
以
上
の
村

民
の
接
種
完
了
は
、
５
月
の
見

込
み
。
小
児
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
久
慈
市
内
の
３
か
所
の
病

院
等
で
３
月
か
ら
行
う
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

待
遇
改
善
は　
　
　
　

問

会
計
年
度
任
用
職
員

（
臨
時
職
員
）
の
報
酬

が
上
限
に
達
し
た
状
況
で
の
期

末
手
当
の
引
き
下
げ
は
収
入
減

少
と
な
る
。
報
酬
の
上
限
を
引

き
上
げ
て
、
収
入
の
減
少
は
回

避
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長

期
末
手
当
の
引
き
下
げ

は
、
岩
手
県
人
事
院
勧

告
に
基
づ
い
て
正
職
員
も
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
会
計
年
度

任
用
職
員
と
は
、
任
用
期
間
が

一
会
計
年
度
内
で
あ
る
こ
と
、

職
務
の
内
容
や
正
職
員
と
の
バ

ラ
ン
ス
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
を

考
慮
し
上
限
を
設
定
し
て
い
る
。

全
体
と
し
て
、
こ
の
制
度
導
入

前
よ
り
収
入
面
や
勤
務
条
件
等

で
改
善
し
て
お
り
、
報
酬
の
上

限
を
引
き
上
げ
る
予
定
は
な
い
。

生
涯
学
習
に
お
け
る　

拠
点
施
設
で
あ
る　
　

図
書
館
の
在
り
方
は　

問

他
の
市
町
村
か
ら
来
た

方
に
も
「
図
書
館
」
と

わ
か
り
や
す
い
表
示
を
。

教
育
長

「
野
田
村
立
図
書
館
」

と
の
表
示
を
検
討
す
る
。

問

子
ど
も
た
ち
に
図
書
館

の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
を
。

教
育
長

図
書
館
の
見
学
、
読
み

聞
か
せ
等
を
通
じ
て
本

と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ
く
る
。

問

図
書
館
の
予
算
の
増
額

を
。

教
育
長

ス
ペ
ー
ス
的
な
部
分
も

あ
る
が
、
蔵
書
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

問

図
書
館
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
。

ま
た
来
よ
う
と
思
え
る
と
こ
ろ

で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
。

教
育
長

調
べ
た
い
こ
と
、
相
談

等
が
あ
る
と
き
は
、
図

書
館
司
書
に
気
軽
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

高齢者地域支援事業

読み聞かせボランティア「あっぷっぷ」の

おはなし会
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問

三
陸
沿
岸
道
路
が
全
線

開
通
し
、
新
た
な
観
光

需
要
の
取
り
込
み
が
期
待
さ
れ

る
。
村
で
は
野
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
複
合
施
設
を

整
備
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
既

存
の
道
の
駅
の
在
り
方
、
新
施

設
の
機
能
、
着
工
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
は
。

村
長

施
設
規
模
や
必
要
な
機

能
な
ど
精
査
し
、
令
和

４
年
度
に
設
計
業
務
に
着
手
し

た
い
。
ま
た
、
５
年
度
に
施
設

建
設
に
着
工
し
完
成
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
現
在
の
観
光
物

産
館
は
残
し
、
道
の
駅
の
機
能

は
新
し
い
施
設
に
移
す
予
定
で

あ
る
。

村
道
高
校
通
り
線
と　
　

県
道
野
田
山
形
線
交
差
点

付
近
へ
街
路
灯
の
設
置
を

問

当
該
路
線
の
交
通
量
が

大
き
く
増
加
し
て
お
り
、

交
差
点
付
近
は
夜
間
、
照
明
が

な
く
暗
い
状
況
に
あ
る
。
高
校

生
の
通
学
路
で
も
あ
り
、
複
合

施
設
の
建
設
も
予
定
さ
れ
、
人
、

車
の
往
来
が
多
く
な
る
こ
と
か

ら
、
防
犯
、
事
故
防
止
の
観
点

か
ら
街
路
灯
を
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
。

村
長

県
道
を
管
理
す
る
県
北

広
域
振
興
局
に
要
望
し

て
い
る
。
現
状
を
考
慮
す
る
と

安
全
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
県

に
強
く
要
望
し
な
が
ら
、
村
と

し
て
の
対
応
も
早
急
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

３
歳
児
健
康
診
査
の　

屈
折
検
査
機
器
導
入
を

問

子
ど
も
の
視
力
は
成
長

と
と
も
に
発
達
し
、
小

学
校
に
入
学
す
る
頃
に
決
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期

に
弱
視
の
原
因
と
な
る
乱
視
や

遠
視
が
あ
る
と
眼
鏡
等
し
て
も

十
分
な
視
力
が
得
ら
れ
な
い
。

「
屈
折
検
査
」
に
よ
り
早
期
に

発
見
し
、
治
療
に
つ
な
げ
れ
ば

回
復
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

屈
折
検
査
に
よ
る
弱
視
の
発
見

が
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
を
弱

視
か
ら
救
う
た
め
の
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

村
長

多
彩
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
（
※
注
２
）
を
実
施

す
る
た
め
の
「
屈
折
検
査
」
は
、

子
ど
も
の
弱
視
発
見
に
有
効
と

伺
っ
て
お
り
担
当
医
師
と
検
査

機
器
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て

お
り
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

（
※
注
２　

集
団
を
対
象
に
検

査
を
行
い
、
疾
患
の
罹
患
者
や

発
症
が
予
測
さ
れ
る
患
者
を
検

出
す
る
た
め
の
検
査
）

子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

問

子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
原

因
と
な
る
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
」

の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
、
国
は
平
成
25
年
か
ら
中

止
し
て
い
た
積
極
的
な
接
種
勧

奨
を
令
和
４
年
か
ら
再
開
す
る

よ
う
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

安
全
性
や
予
防
効
果
の
確
認
が

で
き
た
た
め
再
開
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
接
種
機
会
を
逃
し
た

救
済
対
象
者
に
は
積
極
的
な
勧

奨
が
望
ま
れ
る
が
、
本
村
の
現

状
と
対
応
は
。

村
長

接
種
勧
奨
中
止
の
期
間

に
該
当
す
る
本
村
の
対

象
者
は
104
名
で
、
国
か
ら
は
令

和
４
年
度
か
ら
３
か
年
で
接
種

す
る
と
伺
っ
て
い
る
。
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て
い
る

接
種
勧
奨
年
齢
の
児
童
は
、
14

名
で
全
員
に
接
種
勧
奨
を
行
う
。

成
年
年
齢
引
き
下
げ
へ
の

対
応
は　
　
　
　
　
　
　

問

令
和
４
年
４
月
か
ら
成

年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
変
わ
る
。
親
の
同
意
が
な

く
て
も
契
約
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
。
消
費

者
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長

成
人
や
契
約
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
関
係
機
関
と
連
携
し
て
制
度

の
周
知
に
努
め
て
い
く
。
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

の
ん
ち
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
等
を
活
用

し
周
知
し
た
い
。

 着工時期は

村長　令和５年度に着工し完成したい

交流物産等複合施設

中 川 　 昇 議員

道の駅の機能は新施設へ移す予定

通学路でもあることから早急な
安全性対策を
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 八戸市との連携した取り組みを

村長　連携交流の在り方や方策について検討

三陸沿岸道路 全線開通

問

三
陸
沿
岸
道
路
完
成
に
伴

い
、
村
民
の
生
活
圏
が
広

が
り
を
見
せ
て
お
り
、
通
勤
や
通

学
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
八
戸
市
と
関
り
を

持
っ
て
生
活
す
る
方
々
が
、
今
後

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま

た
、
八
戸
市
方
面
か
ら
野
田
村
に

観
光
や
仕
事
で
訪
れ
る
方
々
も
増

や
せ
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
る
。

村
民
の
よ
り
豊
か
な
生
活
を
実
現

す
る
た
め
八
戸
市
と
連
携
し
た
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
村

と
し
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
う
の
か
。

村
長

八
戸
市
と
は
こ
れ
ま
で
、

北
奥
羽
開
発
促
進
協
議
会

の
構
成
員
と
し
て
青
森
県
や
岩
手

県
へ
の
各
種
要
望
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
八
戸
市
は
、
野
田

村
か
ら
最
も
近
い
人
口
集
積
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
誘
客
や
移

住
・
定
住
促
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
連
携
を
進
め
る
こ
と
が
本
村

の
振
興
に
と
っ
て
も
効
果
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
連
携
交

流
の
在
り
方
や
方
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

問

八
戸
市
内
の
企
業
や
学
校

に
野
田
村
に
住
み
な
が
ら

勤
め
た
り
、
勉
強
し
た
り
と
い
う

よ
う
な
環
境
を
整
え
る
べ
き
と
思

う
が
。

村
長

八
戸
に
限
ら
ず
、
宮
古
ま

で
も
１
時
間
か
か
ら
ず
、

本
村
か
ら
の
通
勤
圏
内
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
る
。
野
田
村
に
住
ん

で
仕
事
は
八
戸
や
宮
古
と
い
う
よ

う
に
、
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

施
策
等
、
皆
様
方
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
に
　
　
　

生
活
保
障
の
導
入
を
　

問

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も

に
健
や
か
な
成
長
を
遂
げ

ら
れ
、
地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
守
り
育
て
る
た
め
に
子

育
て
世
帯
に
対
す
る
生
活
保
障
と

な
る
仕
組
み
の
独
自
導
入
を
検
討

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
村
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長

村
で
は
、
子
育
て
に
係
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
エ
ン
ゼ
ル
祝
金
や
保
育

料
の
無
料
化
、
在
宅
子
育
て
応
援

手
当
や
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

な
ど
を
実
施
し
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
係
る
国
の
経
済
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し

た
。
村
と
し
て
は
、
今
後
と
も
現

行
の
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
子
育

て
に
や
さ
し
い
村
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
村
を
目
指
し
て
い

く
。問

近
隣
の
岩
泉
町
で
は
子
育

て
世
帯
専
用
住
宅
を
小
学

校
の
隣
に
整
備
し
た
り
し
て
い
る

が
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
等
は

今
後
で
き
な
い
も
の
か
。

村
長

村
の
財
源
等
見
な
が
ら
、

で
き
る
範
囲
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
子
育

て
世
帯
を
対
象
と
し
た
住
宅
は
、

以
前
、
検
討
し
た
こ
と
も
あ
る
が

野
田
村
に
は
村
営
住
宅
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
子
育
て
世
帯
を
対
象

と
し
た
住
宅
を
整
備
す
る
場
合
に

は
単
費
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
非
常
に
厳
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
、
状
況
を
見
な
が

ら
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

エンゼル祝金の贈呈式

障子上 文義 議員
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 変化に対応した産業・観光振興の施策を

村長　さらなる場所づくりをどう進めるか検討
米田 徳一郎 議員

問

城
内
地
区
に
「
商（
業
）・

福（
祉
）交
流
館
」
を
整
備

し
、
村
民
の
交
流
の
場
、
商
い
の

場
を
確
保
「
ま
ち
な
か
賑
わ
い
再

生
」
を
図
る
考
え
は
。

村
長

地
域
や
商
店
街
の
活
性
化

は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
、
健
康
で
明
る
い

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

そ
し
て
、
お
互
い
を
大
切
に
全
体

で
支
え
あ
っ
て
い
く
社
会
を
目
指

す
た
め
に
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
「
地
域
や
商
店
街
の
活
性
化
」

に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

商
店
街
の
再
生
と
と
も
に
、
賑
わ

い
創
出
を
図
る
た
め
共
同
店
舗
と

し
て
「
ね
ま
～
る
」
が
多
種
多
様

な
方
が
多
目
的
に
活
用
で
き
る
施

設
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
を

活
用
し
て
村
の
観
光
協
会
ほ
か
関

係
団
体
が
多
く
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の

人
々
が
集
う
場
と
機
会
を
提
供
し

「
ま
ち
な
か
賑
わ
い
再
生
」
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
後
、
さ

ら
な
る
場
所
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

な
形
で
進
め
る
べ
き
か
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

久
慈
工
業
高
校
存
続
支
援
は

問

久
慈
工
業
高
校
へ
の
完
全

給
食
の
提
供
と
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
図
り
、
子
育
て
支

援
の
拡
充
と
工
業
高
校
の
生
徒
数

確
保
に
取
り
組
む
考
え
は
。

村
長

現
在
、
希
望
者
に
副
食
を

200
円
で
提
供
し
て
い
る
。

完
全
給
食
と
な
れ
ば
既
存
設
備
で

は
賄
う
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
。
生
徒
数
確
保
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
経
済
的
な
負
担
軽
減

な
ど
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。令
和
３
年
度
か
ら
同
校
の「
魅

力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
協

力
し
、
生
徒
が
大
阪
大
学
教
員
の

講
義
を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
創
出

し
た
。
令
和
４
年
度
は
定
例
開
催

を
目
指
し
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

工
業
高
校
は
学
区
に
と
ら
わ
れ
ず

受
験
可
能
な
こ
と
か
ら
令
和
４
年

度
当
初
予
算
案
に
広
告
費
相
当
額

を
計
上
し
、
久
慈
工
業
高
校
の
魅

力
や
守
り
育
て
る
会
が
実
施
す
る

各
種
支
援
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

三
陸
沿
岸
道
路
全
線
開
通
に

伴
う
今
後
の
取
り
組
み
は
　

問

村
の
玄
関
口
に
位
置
付
け

た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
の
土
地
の
利
用
計
画
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長

交
流
物
産
等
複
合
施
設
整

備
予
定
地
周
辺
は
、
ほ
と

ん
ど
が
農
地
や
山
林
で
民
有
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
計
画

が
な
い
。

問

三
陸
沿
岸
道
路
の
利
用
者

の
悩
み
は
ト
イ
レ
や
駐
車

場
が
少
な
く
不
便
と
の
こ
と
。
ト

イ
レ
と
パ
ー
キ
ン
グ
を
等
間
隔
で

整
備
す
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
考

え
は
。

村
長

ト
イ
レ
や
パ
ー
キ
ン
グ
の

整
備
に
つ
い
て
利
用
者
の

声
は
聴
き
ま
す
が
、
村
と
し
て
は

村
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
方
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

漁
業
者
の
確
保
・
支
援
の

取
り
組
み
は
　
　
　
　
　

問

最
近
の
漁
業
経
営
の
実
態

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
漁
業

就
業
者
の
確
保
、
支
援
に
取
り
組

む
の
か
。

村
長

具
体
的
に
は
、
養
殖
水
産

物
の
生
産
量
向
上
の
取
り

組
み
や
サ
ケ
資
源
回
復
の
た
め
、

県
や
県
増
殖
協
会
等
と
連
携
し
た

体
制
維
持
支
援
の
ほ
か
引
き
続
き

新
規
就
漁
者
確
保
の
た
め
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
な

ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

課
題
解
決
に
向
け
粘
り
強
く
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○�

都
市
公
園
の
維
持
管
理
の
現
状

と
課
題
は

○�

下
水
道
（
合
併
処
理
浄
化
槽
）

に
つ
い
て

少子高齢化

4月30日に「ねま～る」で開催された野田村プチよ市

オンラインで大阪大学教員の講義を受ける
久慈工業高校生
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 感染後 自宅療養者への村の支援は

村長　いわて健康観察サポートセンターへ

新型コロナウイルス感染症

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
、
村
民
が

自
宅
療
養
者
、
濃
厚
接
触
者
と

な
っ
た
場
合
、
外
出
は
厳
禁
と
な

り
日
用
品
な
ど
の
生
活
必
需
品
等

が
調
達
で
き
な
く
な
る
。
現
在
の

村
の
支
援
体
制
は
。

村
長

感
染
後
、
自
宅
療
養
と
な

っ
た
場
合
の
支
援
は
「
い

わ
て
健
康
観
察
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
が
健
康
観
察
や
業
者
を
通

じ
て
体
調
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
、
一
人
暮
ら
し
で
買
い
物
に

行
け
な
い
場
合
は
、
業
者
を
通
じ

食
料
品
の
提
供
も
同
セ
ン
タ
ー
や

保
健
所
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

避
難
行
動
の
検
証
が
必
要

問

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

１
月
15
日
、
南
太
平
洋
ト

ン
ガ
沖
の
海
底
火
山
噴
火
で
岩
手

県
沿
岸
市
町
村
に
津
波
警
報
が
16

日
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
冬
期
の
深
夜
か

ら
未
明
に
か
け
て
の
厳
し
い
条
件

下
で
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

改
め
て
今
回
の
避
難
行
動
の
検
証

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
近
々
示
さ
れ
る
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
地
震
に
よ
る
津
波
浸
水

想
定
図
を
基
に
今
回
の
教
訓
を
盛

り
込
み
住
民
の
防
災
意
識
の
醸
成

を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
。
ど
の
よ

う
に
捉
え
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長

県
で
は
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝
地
震
等
の
津
波
浸
水

想
定
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
村

で
は
、
こ
の
津
波
浸
水
想
定
を
基

に
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
津
波

浸
水
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
図

る
。
改
定
後
の
地
域
防
災
計
画
に

は
「
冬
季
間
や
夜
間
の
訓
練
の
実

施
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
」
や

「
避
難
場
所
ま
で
の
距
離
や
地
域

の
実
状
に
応
じ
自
動
車
に
よ
る
避

難
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
見
直
し
す

る
津
波
浸
水
防
災
マ
ッ
プ
の
配
布

と
併
せ
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

問

津
波
浸
水
想
定
図
の
説
明

会
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

こ
の
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

地
区
懇
談
会
等
が
中
止
と
な
っ
た

が
、
今
後
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
工
夫
し
、
積
極
的
な
対
応
を
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

村
長

令
和
４
年
度
に
示
さ
れ
る

津
波
浸
水
想
定
図
を
見
て

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ

う
な
か
た
ち
で
進
め
る
か
も
含
め

村
民
の
皆
さ
ん
に
適
切
な
情
報
等

し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
責
務
が
あ

る
の
で
、
内
部
で
検
討
し
て
進
め

て
い
く
。

改
正
後
も
二
十
歳
の
成
人
式
か

問

４
月
か
ら
、
成
年
の
定
義

が
見
直
さ
れ
、
民
法
が
改

正
さ
れ
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
成
人
式
の
在
り
方
に
関
し
て

村
で
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た

の
か
。
併
せ
て
２
０
２
０
年
度
、

第
69
回
の
成
人
式
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
の
た
め
実
行
委
員
会
の
判

断
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、

村
と
し
て
は
何
ら
か
の
対
応
策
は

な
い
の
か
。

教
育
長

二
十
歳
で
の
成
人
式
で
検

討
す
る
。

　

２
０
２
０
年
度
の
成
人
式
は
、

協
議
結
果
の
中
止
で
あ
り
、
対
応

策
は
考
え
て
い
な
い
。

脱
炭
素
社
会
へ
　
　
　
　
　

努
力
し
て
い
く
姿
勢
が
大
事

問

脱
炭
素
社
会
に
つ
い
て
、

２
０
５
０
年
脱
炭
素
社
会

へ
の
目
標
に
努
力
し
て
い
く
姿
勢

が
大
事
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組

み
は
。

村
長

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
、
住
民
と
考
え
る
機
会
を
設

け
て
い
く
。

山 田　 陽 子 議員

検査等感染対策をしながら行われた

第70回 野田村成人式
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議　案
第１号

令和３年度野田村一般会計補正予算（第７号）
　⇒�予算総額に歳入歳出それぞれ１億2,169万9,000円を減額し、総額を43億1,824万8,000円とするもの

可決
（賛成全員）

議　案
第２号

令和３年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ１億1,903万5,000円を減額し、総額を5億4,069万6,000円とするもの

議　案
第３号

令和３年度野田村後期高齢者医療補正予算（第３号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ107万5,000円を減額し、総額を4,299万円とするもの

議　案
第４号

令和３年度野田村農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ800万円を減額し、総額を5,704万6,000円とするもの

議　案
第５号

令和３年度野田村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ250万円を減額し、総額を1,799万2,000円とするもの

議　案
第６号

令和３年度野田村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ4,585万9,000円を減額し、総額を3億4,962万9,000円とするもの

議　案
第７号

令和３年度野田村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ568万9,000円を減額し、総額を１億5,685万8,000円とするもの

議　案
第８号

令和３年度野田村国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ544万2,000円を減額し、総額を3,243万4,000円とするもの

議　案
第９号

個人情報保護条例の一部を改正する条例
　⇒デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、改正しようとするもの

議　案
第10号

野田村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　⇒全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、改正しようとするもの

議　案
第11号

過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例
　⇒過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の制定に伴い、改正しようとするもの

議　案
第12号

野田村防災会議条例の一部を改正する条例
　⇒多様な視点から意見を取り入れ防災会議の機能向上を図るため、委員定数に関する規定を改正しようとするもの

議　案
第13号

村道城内二又線改良（歩道新設）工事（その２）の変更請負契約の締結に関し議決を求めることについて
　⇒村道城内二又線改良（歩道新設）工事（その２）の変更請負契約を締結しようとするもの

議　案
第14号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画を策定することに関し議決を求めることについて
　⇒辺地に係る公共的施設を総合的かつ計画的に整備するため、総合整備計画を策定しようとするもの

議　案
第15号

村道路線の認定に関し議決を求めることについて
　⇒県道野田山形線切替事業に伴い、県道の区域外となる区間を村道に移管するため、認定しようとするもの

議　案
第16号

野田村固定資産税評価審査委員会の委員の選任に関し同意を求めることについて
　⇒固定資産税評価審査委員として中野富雄氏を選任することに関し議会の同意を求めるもの 同意

（賛成全員）議　案
第17号

人権擁護委員候補者の推薦に関し意見を求めることについて
　⇒人権擁護委員候補者として中村智子氏を推薦することに関し議会の意見を求めるもの

議　案
第18号～
　第25号

令和４年度一般会計・各特別会計予算
　⇒２、３ページ参照

可決
（賛成全員）

発議案
第１号

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議について
　⇒ロシアによるウクライナ侵攻に対する抗議と政府への毅然とした対応を強く求めるもの

可決
（賛成全員）

※議長は採決に加わらない
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TEL. 0194-78-2934  FAX. 0194-78-3995

問題

今年度の【ハード事業】はどれ？

① 診療所維持管理事業
② 村民プールろ過機更新事業
③ コンビニ交付導入事業

【前号の答え】 ① サ　ケ
【当選者】 藤森　健成 さん
　　　　　 宇部　和行 さん

発発  

行行  

責責  

任任  

者者

　

議　
　

長　

 

廣 

内　
　

和 

之

広
報
編
集
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　

 

障
子
上　

文 

義

　

副
委
員
長　

 

小
野
寺　

光 

男

　

委　
　

員　

 

米 

田　

徳
一
郎

　

委　
　

員　

 

野 

﨑　
　

泰 

斗

　

委　
　

員　

 

中　

川　
　
　

昇

あ
と
が
き　

正解者の中から抽選で３名の方に 景品をプレゼント！

【応募方法】
　�　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。

【応 募 先】
　　〒028‐8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
　　ＦＡＸの場合は 0194‐78‐3995 まで

【締め切り】６月20日消印有効とします。

【当選発表】
　�　次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）を発表し

ます。

議会の動き
県北地区選出県議会議員との懇談会

（２月７日　盛岡市）�・・・・・・・・議長・副議長

広域連合議会議員全員協議会

（２月10日　久慈市）　・・・・・・・・・・・・議長

村政調査会

（２月15日　村役場）・・・・・・・・・・・・全議員

岩手県町村議会議長会「第73回定期総会」

（２月18日　盛岡市）　・・・・・・・・・・・・議長

広域連合議会定例会

（３月３日　久慈市）　・・・・・・・・・・・・議長

東日本大震災追悼行事

（３月11日　大津波記念碑前）　・・・・議長・副議長

野田中学校入学式

（４月６日　野田中学校）　・・・・・・・・・・議長

村政調査会

（４月15日　村役場）　・・・・・・・・・・・全議員

野田小学校入学式

（４月16日　野田小学校）　・・・・・・・・・・議長

久慈警察署新庁舎見学

（４月19日　久慈市）　・・・・・・・・・・・・議長

八戸・久慈自動車道整備利活用促進期成同盟会総会

（５月11日　八戸市）　・・・・・・・・・・・・議長

など


